
＊この広報誌は皆さんの会費で作られています。

七宗町社会福祉協議会だより

No.154
2022 4.20

　皆様からいただきました令和3年度の七宗町社会福
祉協議会会費で車いすを5台購入しました。役場、神渕
支所、木の国七宗コミュニティーセンター、町民体育館、
道の駅ロック・ガーデンひちそうに設置しました。どなた
でも利用できますので、施設内の移動にご活用ください。
　七宗町社会福祉協議会会費については3ページをご覧
ください。

社会福祉法人
七宗町社会福祉協議会
岐阜県加茂郡七宗町神渕10327-1
0574-46-1294
0574-46-0007

URL:http://hichiso-shakyo.jp
E-mail:sanhoumu@sanhoum.7so.ne.jp

編集・発行

新しい車いすを購入しました。



福祉委員の皆様をご紹介します福祉委員の皆様をご紹介します
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令和2、3年度の福祉委員の皆様、
在任中は見守り活動等にご協力を賜り誠にありがとうございました。

次の福祉委員が決まりましたのでご紹介します。

　緑の羽根募金七宗町緑化推進委員会様より
ガーデンテーブルセットを寄贈いただきまし
た。民生委員児童委員さんが整備してくださっ
た花壇の側に設置しました。綺麗に花も咲い
ていますのでぜひご利用ください。

ガーデンテーブルセットをガーデンテーブルセットを
寄贈いただきました。寄贈いただきました。

　中濃法人会加茂中部支部様より福祉に役
立てていただきたいと七宗町と川辺町の社
会福祉協議会にご寄付いただきました。
　いただいた善意は七宗町の福祉の為に活
用させていただきます。ありがとうござい
ました。

中濃法人会加茂中部支部様から中濃法人会加茂中部支部様から
ご寄付をいただきました。ご寄付をいただきました。
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令和3年度社協会費納入にご協力ありがとうございました。令和3年度社協会費納入にご協力ありがとうございました。
　令和3年度の七宗町社会福祉協議会会費納
入に際しましては、区長様を通じ、町民の皆様、
また法人・事業所の皆様からも多大なご理解
ご協力をいただき、右記のような多額の会費
をお寄せいただきました。本当にありがとう
ございました。

一 般 会 費	 1,158,000円
特 別 会 費	 180,000円
特別賛助会費	 440,000円
　合　　計	 1,778,000円

七宗町社会福祉協議会会費納入のお願い七宗町社会福祉協議会会費納入のお願い
会費は福祉のまちづくりの貴重な財源です。
皆様のご理解とご協力を宜しくお願いします！

　令和4年度会費は、5月以降、区長さんを通じて各ご家庭へ協力をお願いしてまいります。
　お寄せいただいた会費は社協の貴重な自主財源として、様々な地域福祉事業（高齢者・
障がい者福祉、各種ボランティア活動など）に有効に活用させていただき、町民の皆様に
還元していきます。
　又、法人・事業所様には10月頃、
社協職員がお伺い致しますのでご支
援を宜しくお願い致します。

一般会員　　　１口　1,000 円（個　人）

特別会員　　　１口　3,000 円（個　人）

特別賛助会員　１口　5,000 円（事業所）
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◦ 七宗町社会福祉協議会だより『みんなのふくし』の発行
◦ ボランティア保険料
◦ 福祉協力校、地域いきいきサロン、ボランティア団体への助成
◦ 無料法律相談の費用の一部	 等

社協会費の主な使い道 社協会費の主な使い道 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

3



七宗町社会福祉協議会事業計画
1　具体的な目標の取組み

具体的な目標１ 互いに支え合うきずなづくり
❶地域とのつながり、ボランティア活動の新しい展開をはかる高齢者や障がい者との交流の場を通じた「つながり」づくり
　◦福祉懇談会の開催　◦ふれあいサロン地域茶話会　◦敬老会の開催の支援　◦戦没者遺族会への支援
　◦さんさんサロン事業の推進　◦高齢者、障がい児・者等との文化・学習・スポーツ等交流の促進

　◦ふくしまつりの開催　◦福祉大会の開催

❷福祉教育の推進　◦福祉協力校の連絡会の設置　◦ワークキャンプの実施

❸ボランティア活動の推進　◦ボランティア体験事業の実施　◦一日ボランティア体験の実施　◦ボランティアセ
ンターの設置　◦福祉教室・ボランティア教室の開催　◦目的別ボランティアの養成　◦ジュニアボランティアの

養成　◦ボランティアの養成　◦ボランティアリーダー・アドバイザーの養成　◦ボランティア連絡会の設置

　◦ボランティア活動拠点の確保　◦災害ボランティアの育成　◦災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

　◦福祉協力校指定事業の推進　◦生活支援サポーターの養成・活動支援

❹ボランティア情報等の提供　◦各種「たより」の発行

❺NPO法人等への支援と協働　◦NPO・住民参加型団体等との連携　◦NPO法人設置・運営への支援

具体的な目標２ 見守り、支え合いのつながりづくり
❶小地域福祉活動の推進　◦小地域ネットワーク活動の推進　◦地区福祉委員会(仮称)の設置の推進
　◦福祉委員活動の強化　◦民生委員児童委員との連携　◦各関係機関・団体との連携強化　◦福祉ニーズ把握活動

の推進　◦認知症高齢者等見守り体制の確立　◦各関係機関・団体との連携強化　◦重層的支援体制整備事業にお

ける関係機関との連携【新規】　◦住民主体による福祉ニーズ把握活動の推進

❷高齢者、障がい者、障がい児とその家族への支援　◦ふれあい訪問活動【新規】　◦介護者の集いの開催と介護
者の会の組織化　◦独居老人の慰安会の開催　◦親子教室保護者会活動への支援　◦精神障がい者とその家族の会

の組織化推進　◦日中一時支援事業の実施　◦身体障がい者福祉協会の活動支援　◦知的障がい児・者とその家族

の会の組織化推進

❸介護予防の推進　◦ふれあいサロン地域茶話会事業の推進　◦ふれあいいきいきサロンの推進
　◦介護予防拠点整備事業【新規】

❹障がい者、障がい児の自立支援の推進　◦通所小規模授産施設設置の推進　◦障がい者ふれあい事業の推進

❺共同募金配分事業、擁護事業の実施　◦被災者救済事業の実施　◦歳末たすけあい援護事業の実施
　◦共同募金配分事業の実施　◦ふるさとまつり等でのPR活動の推進

❻児童の健全育成・子育て支援の推進　◦親子教室事業の推進　◦母子・父子等家庭の激励事業　◦子育てヘル
プ事業の推進　◦子育て支援相談員の設置　◦関係機関・団体等との連携強化　◦母子・父子家庭ふれあい映画事

業事業【新規】　◦おうちでクッキング子育て支援事業【新規】

❼情報提供の充実　◦広報誌の充実　◦ホームページの開設　◦福祉情報コーナーの開設　◦計画の広報

具体的な目標３ いつまでも安心して暮らせるまちづくり
❶総合相談活動の推進　◦総合相談窓口の設置　◦心配ごと相談・無料法律相談
　◦お客様相談窓口と苦情解決責任者の設置　◦七宗町結婚相談所の設置【新規】

❷成年後見制度の整備　◦成年後見制度法人後見制度設置に向けた協議

❸生活福祉資金貸付事業の推進　◦生活福祉資金貸付事業の推進

❹福祉サービス利用者の権利擁護　◦日常生活自立支援事業の推進

❺災害支援体制の整備　◦災害時の小地域協力体制の確立　◦赤十字社活動への協力
　◦災害ボランティアセンター立ち上げ訓練　◦防災倉庫内備蓄品管理【新規】

令和4年度
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お　知　ら　せ

共同募金の配分を受け、地域福祉の推進を図りたい
民間の施設及び団体の方へ

　共同募金会では、毎年5月下旬を目途に共同募金の配分申請受付を行います。
　配分の対象は、岐阜県内において社会福祉事業、更生保護事業、その他の社会福祉を目的
とする事業を経営する民間の施設及び団体の方々です。
　配分金の充当は、申請した翌年度の事業に対して行われます。
　詳しくは、共同募金会七宗町分会までお問い合わせください。

共同募金会七宗町分会　TEL：46-1294（七宗町社会福祉協議会内）
　　　　　　　　　　　担当　井川 英倫子

福祉サービス提供体制と質の向上
❶在宅サービスの充実　◦ホームヘルプサービス(訪問介護)の拡充　◦同行援護の実施　◦デイサービス(通所介護)
の拡充　◦居宅介護支援サービスの充実　◦ふれあい型食事サービスの推進　◦生活支援型配食サービスの推進

　◦福祉機器の無料貸し出しサービスの推進　◦移送サービスの推進　◦生活困窮者緊急食糧支援事業【新規】

❷福祉サービス等の基盤整備と質の向上　◦職員の研修等の推進　◦職員の専門性の強化　◦サービス利用者の満
足度調査の実施　◦サービス評価委員会の設置　◦介護保険居宅サービス指定事業者連絡会の設置　◦福祉バス運行

事業　◦買い物支援バス運行事業　◦買い物支援利用促進事業　◦住宅改造・改修相談の実施

2　福祉サービス提供体制

❶会員募集、共同募金　◦会員・会費の拡大と会員意識の向上　◦会費・寄付金の拡大　◦共同募金の推進

❷新たな財源確保の手段　◦町委託事業の推進　◦公益事業財源としての在宅サービス事業収入の確保

❸組織体制の強化　◦計画的経営の推進　◦情報公開の推進　◦広域的連携の推進　◦地域福祉センターの管理
　◦組織体制の再編成　◦担当理事制の導入　◦会員代表等役員・評議員の選任　◦役員、評議員研修の強化

　◦人事交流の推進　◦ＩＴ化の推進

3　社会福祉協議会の基盤強化

人件費
113,391,000円

事業費
38,255,000円

事務費
5,128,000円

共同募金
配分金事業費

1,930,000円

助成金支出
1,210,000円

負担金支出
3,000円

固定資産取得支出
825,000円

積立預金積立支出
5,771,000円

その他の
活動による支出
4,604,000円

支 出
171,117,000円

会費収入
1,778,000円

寄附金収入
4,700,000円

経常経費補助金収入
20,555,000円

受託金収入
32,923,000円

介護保険収入
95,003,000円

障害福祉サービス
等事業収入
2,303,000円

負担金収入
4,323,000円

その他の収入
21,000円

事業収入
176,000円

受取利息配当金収入
10,000円

積立資産取崩収入
9,325,000円

収 入
171,117,000円

令和令和44年度年度    予算の概要予算の概要

5



生活困窮者緊急食料支援事業生活困窮者緊急食料支援事業
　生活資金に困窮し、今日明日の「食」にお困りの方に対し、緊急的な食糧支援を行う事を目的
として食料品のご寄付をお願いします。これまでに皆様からいただきました食糧は町内で困窮
している方々に無償でお配りいたしました。ありがとうございました。引き続き皆様からの温
かいご寄付をお待ちしております。
　受付期間	 令和4年4月21日～令和4年6月20日まで
　受付場所	 地域福祉センター　サンホーム七宗
　受付時間	 月曜日～金曜日：8時30分～17時30分
ご寄付いただきたい食料品
▪常温で保存が可能なもの ▪賞味・消費期限が概ね3カ月以上あるもの ▪未開封のもの
（例）お米、麺類、缶詰、インスタント食品、フリーズドライ食品、乾物、調味料、飲料品
※保管の関係上、お受け取りできない場合がございます。ご了承ください。

　七宗町社会福祉協議会では、食べ物に困っている方や生活に困窮している相談者に対して、
地域で自立した生活が送れるように食糧支援を行っています。お気軽にお問合せください。
　対　象　者	 七宗町に住民票を有する方で、生活に困窮し食べ物に困っている方
　お問合せ先	 七宗町社会福祉協議会　　担当  井川英倫子　℡ 46-1294

ま ー く ん 体 操

七宗町社会福祉協議会ホームページ

こぶたぬきつねこ　童心に帰って、歌いながら手ぶりをしましょう。

❶「こぶた」お腹の前で、両
手を使って、楕円形を作
ります。

❷「たぬき」お腹の前で、両
手を交互に、お腹を叩き
ます。

❸「きつね」顔の横で、両手
を使って、きつねの耳を
作ります。

※うまくできたら、リズムよく行いましょう。

❹「ねこ」胸の前で、両手を
使って、ねこの手招きを
します。

　介護予防につながる“まーくん体操”のコーナーです。おうちでできる簡単な運動を紹介します。
また、七宗町社会福祉協議会のホームページでは“まーくん体操”の動画バージョンも公開してい
ます。一度チャレンジしてみてください。

洗濯用洗剤のご寄付をお願いします洗濯用洗剤のご寄付をお願いします
　皆様のお宅で使わない保管してある洗濯洗剤がございましたらご
寄付をお願いします。下記の連絡先までご連絡いただければ職員が
受け取りに伺います。
　皆様の温かいご寄付をお待ちしております。

社会福祉法人七宗町社会福祉協議会　☎0574-46-1294
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七七宗宗 町町親親子子 教教室室
　年号が令和になって4年になります。この4年間で、今まで体験したことのない様々な出来事が起き
ました。子どもなりにそれぞれの感性で受け止めているようです。テレビから得た情報を話してくれた
子もいました。出来事をおうちの方が、子どもにわかりやすく話してくださり、そのままを指導中に話
してくれたこともありました。コロナに関しては、予防接種を受けたことを報告してくれた子もいまし
た。本年度もコロナ感染症予防をおこない、安心して親子教室での活動に参加できるようにします。今
年は恒例の夏祭りが開けるようにと願っています。

お知らせ
◦5月25日（水）すくすく相談
　相談員　関市中濃圏域発達障がい支援センター　発達障がい地域支援マネジャー
　連絡先　生きがい健康センター　48-1112
　　　　　親子教室　　　　　　　48-1331
◦6月16日（木）　言葉の相談会　時間　13:00～
　講　師　言語聴覚士　豊島　義哉先生
　場　所　七宗町親子教室　（ちびっ子ハウス内）
ご希望の方は親子教室までご連絡ください

　七宗町親子教室では、七宗町に在住する幼児・児童でことばや発達に心配のある場合、その子やご家
族にたいして、必要な相談や支援を行っています。
　正しく発音できない、言葉がなかなか出てこない、落ち着きがない、集中がなかなか続かないなど、
子どもさん一人ひとり相談内容は違います。ご家庭で困っていること、または、保育園などの集団生活
の中で困っていること、気になること、心配に思われることなどがありましたら、ご連絡ください。
　ご家庭の様子など、保護者の方のお話を聞き、お子さんと遊びながら様子を見させていただきます。
　“今後”を一緒に考えていきましょう。

◦月に2〜4回（1週間に1回）、1回1時間程度で、お子さんに合わせたねらいをたて、玩具や遊具を利用
した遊び・活動を行っています。

　相談をご希望の方は、TEL：0574-48-1881（祝祭日を除く）
　月～金曜日午後5時までに、電話でご予約ください。
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令和4年度令和4年度 ふれあいサロン地域茶話会 実施予定日 ふれあいサロン地域茶話会 実施予定日

【連絡先】  社会福祉法人 七宗町社会福祉協議会　TEL46-1294　担当　渡辺 政秀

　全住民を対象としたサロン活動（交流会）です。簡単な小物作りを行っていただき、住民同士
の交流を深めていただくことを目的に下記の日程で計画しています。1時間程度で新型コロナ
感染防止対策を十分行ったうえで行います。参加は無料でどなたでも参加できます。

新型コロナウイルス感染症の影響に配慮し、予定の変更や開催を中止する場合がございます。

予　定　日 地　区 予　定　日 地　区 予　定　日 地　区

5月16日（月） 牛 ヶ 洞 6月10日（金） 勝 10月19日（水） 本 郷 下

18日（水） 間 見 13日（月） 大 柿 21日（金） 野 々 古 屋

20日（金） 樫 原 15日（水） 下 中 切 24日（月） 室 兼

23日（月） 上 中 切 17日（金） 奥 田 26日（水） 大 塚

25日（水） 戸 刈 20日（月） 中 麻 生 28日（金） 万 場

27日（金） 大 穴 10月  3日（月） 上 大 橋 31日（月） 分 郷

30日（月） 小 穴 5日（水） 平 11月  2日（水） 下 八 日 市

6月  1日（水） 飯 高 7日（金） 葉 津 4日（金） 中 八 日 市

3日（金） 寺 洞 12日（水） 杉 洞 7日（月） 上 八 日 市

6日（月） 葛 屋 14日（金） 追 洞

8日（水） 芝 17日（月） 本 郷 上

　救急医療の現場では、患者さんの正確な医療情報が救命の重要

なポイントとなります。「救急医療情報キット」は、万が一の災害

や急病に備え、医療情報を記入した用紙を筒状の容器に入れ、ご

家庭にある冷蔵庫に収納し救急医療に役立てるためのものです。

「だれもが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち」を目指し、地

域のネットワークを活用して普及に取り組んでいます。救急医療

情報キットの設置を希望される方は、地域の民生委員さん、もし

くは七宗町社会福祉協議会までお問い合わせください。

　また、既に設置をされている方で以前に記入した医療情報に変

更や追加情報がある時は書き換えをお願いします。

75歳以上の独居世帯の者、
80歳以上高齢者世帯及びこれに準ずる世帯の者、

身体障がい者の世帯、健康上不安のある方

対象者

救急医療情報キットのご案内救急医療情報キットのご案内
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